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東京都下水道サービス

0
東京都下水道サービス()G S)は今年4月から、東京
大学に寄付講座「下水道システムイノベーション講座」を
設置した。講座では、ノヾイオマスエネルギーや有価物の効
率的な回収・利用システムの開発、超省エネルギー型下水
道システム・技術に㛵する調査研究、情報技術を活用した
大規模災害の㜵災・減災技術の調査研究を行っていくとと
もに下水道事業の未来を担う人材を育成する。これらの調
査・研究を通じて下水道事業者や民㛫企業などとの連携拠
点となることを目指すほか、S 0 c i e t y 5. 0社会に
向けた下水道システムのイノベーション、SDG s達成に
寄与する下水道分野の国㝿展開に貢献していく。6 月24日
には、渡辺志津男社長 (当時)らが、T G S本社内の会議
室で専門紙の取材に応じた。寄付講座を担当するのは滝沢
智特任教授 ( 都市工学専攻教授)、加藤裕之特任准教授、
野村洋平特任助教の3人。寄付講座に㛵連する各者のコメ
ントは次の通り。

滝沢特任教授

水、汚泥、エネルギーや空㛫を有効に
活用し、C02 排出量を削減するととも
に、施設管理に㛵する膨大な情報を情報
技術等で活用していくことが求められて
いる。本講座では将来においても持続可
能な下水道システムを創出することを目的にしている。ま
た本講座の研究活動等を通じて将来の下水道システムの維

持管理に貢献するような若い人材を育成する。

加藤特任准教授
町下

産官学と市民をつなぎ新しいイノベー

ションを起こしたい。また下水道に㝈ら
ず、農業や福祉など分野を越えたつなが
りを実現したい。また、教育機㛵として

:0 、人/ 世 代をつないでいきたし、。若い人に下水
に㨩力を感じて、下水道界に入ってくれるように注力し

ロ

座

ロ

ロ
ロ

つ

野村特任助教
下水道に眠っているお宝、シーズ発掘
のための研究拠点となりたい。また、教
育機㛵としてグローノヾ丿レとローカルの視
点を併せ持つイノベーテイプな人材育成
の拠点となること、産官学、市民とつな
がる連携拠点となることを目指したい。

渡辺社長(当時)

し当辷」成

(寄イ寸講座が)強力な布㝕で実施される
ことに感謝申し上げるとともに、大きな
期待を寄せている。本講座が5年㛫を設
置期㛫としてスタートすることで、TG
Sとしては未来を担う若し、研究者に下水

道事業を学ぶ機会を提供し、日本の下水道事業のさらな
る

発展に貢献していきたい。本研究室との共同研究を推し進

めながら、実務㠃でも積極的に連携していきたい。


